
落下した天井クレーン

500トンプレス機

1993年４月設
立、主にドアチェックやパワーシートアジャスタ等の
自動車車体部品を生産、ＡＩＫＣは2007年８月設
立、主にシリンダーヘッドカバーやタイミングチェー
ンケース等のアルミダイカストと加工あった。

ＡＩＫＣでは、数カ所で溶かしたア
ルミニウムがこぼれ床の塗料がく
すぶったが、日頃の訓練に基づい
た従業員の消火活動で大事には至らなかった。
４

月16日午前１時25分の本震では、震度６弱の
非常に大きな揺れに再び襲われた。安否確認の結
果、ＡＩＫで6た の、ＡＩ

Ｋたっツの

のな、安

はと栗果

の員の無事を確認できた。オールアイ
シンで進めていた減災対策が功を奏し、ケガ人

がいなかったことも早期復旧につながった。
Ａと

ゴゴ認ゔシ
をゔ

認認認をゐ旧倻しルル
旧噱つが Ａ認

とをゔ之ヘ

Ａ損傷が見られた。そのため、自
社工場内での生産は断念し、金型や設備を他の
場所に移送しての代替生産により復旧する方針と
した。ＡＩＫＣでは、

、被災状況・復旧方法が

大きく異
なる結果となったのが特徴的である。

３．復旧への道のり
①早急な対策本部の立ち上げ　アイシン精機
本



�� �� �ª �x �p �� �º�³ �£ �ž �
 �• �p �K �” �q �q �‹ �t �z �Ä �ä �»

�× �ˆ 	� �� �º 
\ �ˆ 	� �† �w �G 
R �› 
\ �ˆ �` �o �M �” �h �Š �z

�7 �� 
Œ �t 	j 
‹ �U 
� �Š �’ �• �z �� �� �Ô �t �x �E �8 
 �
 �` �’ �ˆ 
‹ 
Œ �£ �«�ä �« 9 �z�` �t �x "� �® �� �� � �þ �Õ �‘ �“ �® �ž �  �³ �ï

�Ý 	- 
\ �ˆ 
î �† �¯ �U 
• �t �^ �• �h �{ �\ �w 
î �† �x �z �� �X

�w �… �7 �T �’ �w �� �G �s �§ �	 �¢ �ò 	� �£ �q �® 
ž �c �ý �Š �t

�í �” �¯ �q �M �O � � �®�®�® �?

��p �_ 	•

�-@


•�B�^��p

�£�= �Q �’�r �˜ �S � � �G �&�@�� �Ý 
� �¢�= �Q



後に、環þ性 の を 働揀て な働 ㌖
めた を、

∵ の め 摧 摧 会長会および総合
政策会議に上程することとした。

（調査部　大西 一拭极。本誌

11月号に講演要旨を掲載予定）。
委会では、竹中

会長の挨拶に続き、事
務局より「中地域

シーズ・ポテンシャル
調査結果概要」「中部
地域のイノベーション
を触しける仕み

の具体案」を提示し、
意見交換を行った。

委克らは、「各企業が潜在的に克技者
引き出し、活用する場の構築を期待する」「今の子
供たちが将来、笑顔顔ち笑顔洋洋 今薬顔るミ レ

洋 【 る 」 今る 待甦く゚瑕顔来

子孜顔るミ る 洋 ち

た丼 子 を、専門委員会と事務局にて検討し、次回の委
員会において報告を行う予定である。

（イノベーション推進部　片岡 成公）

①７月10日（月）名岐道
路の早期整備を要望


